
 1

関数 

１．関数 

1.1 関数とは 

 

関数の本質は対応の規則です。 

たとえば 

、

LL　　　　　　　　　 ,00,)5(5,33,11 2222 →−→−→→  

以上の対応関係を 
2)( xxf = とおく。 

また、 

 LL　　　　　　　　　　 ,5.25.1,65,01,32,21 →→→−→→  

の場合、以上の対応関係を 1)( += xxf  

f が集合 Aの各元 xに集合Bの元 )(xf を対応させる関数であることを、 

  BAf →:  

などと記す。また、 }|)({,, AxxfBA ∈　　 をそれぞれ関数 f の定義域、終域、値域とよぶ。 
 

f は上への関数（全射）⇔終域＝値域 

f は一対一関数（単射）⇔ 'xx ≠ のときつねに )'()( xfxf ≠  

 

例えば、 1)( += xxf  

 定義域： R     終 域： R     値 域： R  
 1)( += xxf は全射と単射である。 

 
x

xf 1)( =  

 定義域： },0|{ Rxxx ∈>    終 域： R     値 域： },0|{ Ryyy ∈>  

 
x

xf 1)( = は単射である。 

 

1.2 合成関数と逆関数 
合成関数とは 

次の関数を考えよう 

32 += xy  xにある値を代入して y の値を求めるには、まず、関数により u の値を求め、次に関数

uy = により yの値を求めるであろう。 

 

一般に、二つの関数 

)(),( ufyxgu == 　　　  
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をこの順に引き続いて施す関数 ))(( xgfy = を、 g と f との合成関数とよび、 gf o と記す。 

 

逆関数とは 

関数 45 += xy で、ｘの値に対し当然ｙの値が決まるが、逆にｙの1つの値に対してｘの値が、1つだけ必ず決ま

る： 5/)4( −= yx  

 

一般に、上への一対一関数 )(xfy = では、ｙの値に対してｘの値が 1 つだけ決まる。ｙに )(xfy = なるｘを対

応させる関数ｆの逆関数とよび
1−f と記す。 

 

以上のことをまとめてみると、  

CBfBAg →→ :: 　　　　  

・合成関数 ))(())((: xgfxgfCAgf =→ oo 　　  

・逆関数     )()(: 11 xfxxfyBCf =⇔=→ −− 　　  

 

例： )30(2
9
1)(),42(1

2
1)( 2 ≤≤+=≤≤+= xxxgxxxf 　　　　　　　 のとき 

（１） ))((),)(( xfgxgf oo 　　 を求めよ。 

（２） )(1 xg −
を求めよ。 

解： 
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（１） 

)30(

2
18
11)2

9
1(

2
1)2

9
1())(())(( 222

≤≤

+=++=+==

x

xxxfxgfxgf o
 

 

2)2(
36
12)1

2
1(

9
1)1

2
1())(())(( 22 ++=++=+== xxxgxfgxfg o  

42 ≤≤ x  

 

（２） 

)(1 xgy −=  )30,32( ≤≤≤≤ yx 　　  

とおけば、 

 2
9
1)( 2 +== yxgx  

 
)32(23)(

)30(23
1 ≤≤−=∴

≤≤−=∴
− xxxg

yxy

　　　　　　

　　　　　　　　
 

 

合成関数と逆関数の性質： 
111)(),()( −−− == fggfhgfhgf oooooo 　　  

 

1.3 各種の関数 
一次関数： baxy +=  

 

指数関数： 
xay =  

 指 数 法 則 ：  
nmnm aaa +=   

mnnm aa =)(                        

   
nnn baab =)(  

 自然指数   
xey =  

 

対数関数： 
y

a axxy =⇔= log     

 常用対数   
yxxy 10log10 =⇔=     

 自然対数  
y

e exxy =⇔= log      L7182818.2
!

11
1

=+= ∑
∞

=n n
e                                      

対数法則：  yxxy aaa logloglog +=     

yx
y
x

aaa logloglog −=    xbx a
b

a loglog =  

   三角関数： 
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θsin 、 θcos 、 θtan の定義：半径１の円で考える。上の図のように単位円がある。円周上の点Ｐとし、ＯＰとｘ軸

の正の部分とのなす角をθとするとき、 

 点Ｐのｘ座標を θcos  

 点Ｐのｙ座標を θsin  

 また、 
θ
θθ

cos
sintan =  

角度の単位： 度・分・秒、 ラジアン 

 π2360 =  

 ラジアン度  
180

1 π
=   

θsin 、 θcos のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角関数に関する公式 

・相互関係 

θ
θθ 2

222

cos
1tan1      1cossin =+=+  

・周期性 

θπθθπθ sin)2sin(    cos)2cos( =+=+ nn  

・加法定理 
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βαβαβα
βαβαβα

sincoscossin)sin(
sinsincoscos)cos(

+=+
−=+

 

・負角の公式 

θθθθ sin)sin(   cos)cos( −=−=−  

 

 


